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Tlldor朝の初期に於て栄え，所訓Regularl)ramaの先躍をなしたMomlitig
にありて，妓も布名なものは〃“】･J-m"侃である。現に漢の留学中(1920)に
於てもこの劇の上斌を見たのである。その劇の演ぜら奴たtheddOIdVic''座
は一般劇場とはいくらか異り,Galicty.I､h"trcと共に一種の正膵rtorytheatr℃
である。Missl,iliimllalylisはとの座に於て，英国劇の伝統を継承する意図を
持って創設したものである。現今に於てもShakesI"reをはじめとして，英国
劇に於てchssfcとさ肌ている数多の劇を上諭している。UNESCOの鎚会式
に於ても英国はK伽〃Le"･をとの座によって上演せしめたのである。かく
the64OldVic''胆の持つ特異性左蒋臘に入るる時，必ずしも一般劇愛好者に蒋
迩の興味を持って見させるものではなかったろう。云わぱ英国伝統を忘恥しめ
ないという意味を持つものとして""1･"-1m7lを上演したことは勿論であろ
う。Et．"ﾂｰ 瓶”は15･llt紀末葉に創作さ＃”こものと見ら奴ているので，現代人
の心を捉えるには甑だの制約があるのである。それにも拘らず上演さるろとい
うことはmlditio加に亜きをおく英国人の一面を語るものであろう。
oI℃nllrinkの英訳軒Wm.ClarkeRObin"11は之をE"JW60吻と訳してい
る｡《'》併し現今では〃'℃'ず”"'叉はEtwγ耐、と呼んでいる。
この劇の題名は之を正硴に云えば次の通りである。GHerebegynnethalTel･
tisehowthehyemlderofHevensendethDelhetosomonewerycrtaturcto
come5mdgyveacol1lbteoftheyrlyvesinthisworlde,andisinmanerofa
mora'llel)klye:'である｡叉4TheS1'mmoni''gorEveryman'とも云われてい
る｡“而してthcl)rinler'srolOl)honは次のようになっている。4mmsenduhthiS
Unoralll)1ayeofEvcry-1118111．1ml)rynttPdi'tLondon,illl'ouleschyrchyarde,by
meJoImSkOt.'と。JoImScot(Scott)はA.W.R"dはbookmllcrとして
いろ｡（3）
（1）
I.i】》raryy
（2）
（3）
]lernII:nr(1t'm]frink,〃帥"y'l/J!"体A〃！⑧･"W℃,('r.RoljinSOn,mOhn'S
19")ii.302-3.
E、K･Clbambers,"'AeJJMir"iSfぽ鱗Dii、439.
八・W．R"dl"池j'ｲﾝⅡ,ｵ｡《伽･〃池ma"PP･174,178.
鞄.....－口－
急 0W死1沙Umn"について
このdmnmの創作年代について述べよう。
J.1'.("llierはとの劇のconstmCtiOnから見て，との劇はavely"rlyI)eriod,
l"hairinthercignofEdwmdIV[王位1461-83)に於て書かれたものと推
測している｡(1)'I℃nBri''kはCollicrの説を採川したかに見える。というの
はTenBrinkのGescA左ﾊ此d"｡α"c""/"cheflL""．α虹γは1877-89年
のものであり,Collierの作は1831年のものであるからである。
XW.J・COurtho"は4I)roducedinthelast[lu;hrterofthefiiteenthcentury'"
と云っているので,創作は勿論それに先んじていろと見なければならない。併
しA､W･Wardはとの作のthefirstiml)rtssionは1529cbにIrintされた
といい，その創作は,$acoIsiderablyGlrlierdate'"であるとしておりgColM"
hasnotSUhsirm血tedhisConjectmBthatulisdateshculdbeplacedasihTIxlck
aStherCignOfmwardIY.'<l)といい,Collierのあげた創作年代を疑問観し
ているがWan自らは別に自己の推測年代をあげているわけではない。更に
'mdatedではあるが，恐らく20世紀のものであると思うが,4GIYleAcdngEdi-
tionofEUclym(M":AMorall'lay''"のedito馬であるJ.WarSchiU'erと
GeomeyMottは趾にCIIIefamousl5thCenturym礎rlude"と言っているから
之も大体Collier説である。戯,"･"-疵'畑を15thcenturyの経り甑に創作され
た作であるという点に於ては，之を役えす新しい説を私は見ることは出来な
い｡嘘)要すZjに15世紀末葉の作と見られている。
この劇はさきに示したIDrinter'scolophomに於てはそのprin"rはJoImSkot
(=scor)となっているが，その前にRichardPyn"nがP血tしているので
ある｡<">'l.homaf;FmgnaIIDibdin(1776-1847)はZW叩『､""czZ｣",uiW"
qf仔j･c"B#｡"α加(1810-19)に於て，この作をPynsonが印刷したことに雛
(1)J･P・Collier,1'Ae""oWvf”"gハルU"IIcP"hyfoMeZ'ime《鋤U"_
ilwJ℃,c"4mml8q/IAeS如鋲io(AcI間野!0,,q"on,(1831).ii、310.
(2)w、J・Courlhope4""0Wv〃""醜P""(1895),i、421.
(3)A、W･Ward,4""oWq/〃邦"恥A"J･"""LifcJ迩IM",(1"9)i.120･
(4)1'ub・Sl"d'sPublishingHouseJI･ondon･
（5）1，．9．
(6)J．J.JusSer:mdは』IL,"e,℃,y〃iMoWqﾉｲﾊe"･"JIM"PIc(Pub．G･P、
1'ulnam'SSons.1895)i.491footnoteiこて蝋にIIenryⅧの罐じめにかかｵ1たもの
としているが何等証拠をあげているのてばない。恐らくprintと混同しているのであろ
う。』．A.SymondsもSnc""'ゼ犀PmM"v"魂illfAeJI･"lisAJ)F℃mu(1"4),P･135･
に於てC⑥l恥庁の税をうけ入れている。
(7)'1'UtI'ynscndidnotprintanyworkwitll:ld:ltea『lerl531,norSkotafter
1537'(Collier,ii.310.fOolnote).
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いを持っている｡”併しFrancisDou"(1757-1834)が"cmiou罵睡gment
o「Pynson'sedition,coIBiStingofconsiderablePortionsofthclasteightIxnges.'
を所有しておった。そしてそのfmgmentには幸にもcololM1onがある。そ奴
によ肌ぱ次のようになっている。@ImpryntcdatLolldon,inFlet諦曜te,atthe
SygneoftheGeOrge,byRiChardePynson,lX'ynteruntotheKingesnoble
grace.，“と。このRichardPynsonは1507-8にtheking'sprinterとなり，
Johl!RHlsteⅡと同じく，英国ではじめて王の庇瀧をうけるl)rinterとなった。
叉RiCusI'yllSollともいっていた｡“
とのPynsonの印刷による作とScOttのそれとには，かなり内容的に相遼
する点があり,CoIHerは之を槌x鶴について一為指嫡している｡㈹
E@""1･"一mmlには版が種狗ある。
第一に〃f，"ﾂ17JIZ祁が川版されてすぐ後にAI)lltchl)"tであるPetervan
Diest(Petmsl)iessthemi''s)がGcoml…daversionofthePlayinl)unnh'し
た｡“
次にこのDutdnvemionがcreproduc"mlatin,…undLrthetitleofHo-
mulUSby"Cllristianl"hyrilB'''された｡“その将者（叉は訳審）は毛のd:ite
をM"t㎡cht(Maastri(･ht.G.M"triCht)1536年としている。このIatin訳は更
にaGermanversiomの韮礎となり，更にそれは叉I)utchに翻訳された。the
LKLtinHomlllllsの川版者はこのdramaにthecontemI)omryLatincomedyで
あったところの〃h&α部,鯛(7)byMacroPedills(GcorgcLankvem)からとった
KLseriesof"ellcsを附加えた。之は""W-m(mと同じSOumeSからindpen-
dcnt!yにとったものである。独乙に於てもこの模倣が多く川たのである。即
ちH&msSacll5のComedic""de加サ･‘たﾊ飢蠅α･6cn(I"〃ﾉi"8ch",dな》・
""(zRf""w?施αm'@(1549)等である。
(1)Citedl,yCollicr,ii.310.
(2)Collier,ii.310ootnote.A.W・PoIIsnrdp歴加〃ｲ鋤jV"elePIGy卿】ん両峨鱈
｡液IInfe'･!I!'"(FourthEditiOnl"4)%にはFletestrele/lymeRychardeI'ynsom／
PrymertOlllckyngeSmOoStnoblegrace')となっている。
(3)Recd,Eul･lyl'M(わ『D""心匁"8,174．178.
(4)CoIlic｢"ii、310-11.ootnote.
(5)war(1,i、120．之は逆である説が出たことは後述する。
(6)Wnr(1,i･]20．IIomulusについてはFriedricl，《池､《1《'1『は4SAUA"j死α虎Ⅲ”
(ﾉeFaujgMeCe"'(1927)P.1にふｵ1ている。いずｵ1後に引用する。
(7)IKek:'stos=[Gr.]every、この作憾1m8年に出た。autllorはanutcIUscholar
である。
氏
4 ‘‘戯でW"廻加'，について
この作のedinonsについてSirE.K.ChamWはZVic〃んdi"''(zIS"c
(1903)ii.439に於て次のようにあげている。
[1509-1530)RidnardPyIBon(fragmentinB.M.(').
[1509-1530]RichardI'yllson(ITagmentinBodl.").
[1521-1537]JOImSkot.6Herebqgynncth.""momllplaye'(B.M.andThe
HuthLibrKIry).
[1529-1537]JOhnSkot(inSt.Paul's(･hurchyard).
Th副EaxEmodemeditionsHawkins(1773,voLi),Gadeke(1865),
HaZlitt-mdsley(1874,vol.i)Polhwd(1890,Inrtonly,andinflllin
FineemhCentl'ryPro錘釧'dverse,1903),H・I"eman,Elckerlijkand
Everymall(1892),ESidgwick(1902),Authorisalmouncedinaseri"edited
byI.Go恥ncz．
さてこの劇の作者は全然わかっていない。Catmostwemaysurmi"thathe
waSal)ri"t,adevOutandloyaIsoI1ofthcl)m-ReibrmationChllWll,withan
exaltedconcel)tionbothofthel)rivilegesandthedutiesofhisoiYice･Wh"ver
hewaS,hehad;LkeeneyeibrchamcteI･,alldnolittleskillin,delineatingitin
verytellingfQshion.，とActingEditionのeditorのJ.Wmschauerはその
Intoductionに於て云っている｡”
II
然らばこの""1･W-恥α泥のs”施峨sは何であるか.WardはGnotasrm:linilble'
と云っている｡(』)そしてそのSOurCCはZc鯲加daA"･"(TheGoldenLegel,d)
ならんといっている。Wardは恐らくは著者はL"endaAuleaorJ;lcollu5de
Vomgine(d.1298)から取ったものであろうといっている。I4egen"Aur"と
はAhagiolOgywrittenbyJocobu:;deVor;iginc(JamesorVimggio<s)であ
り，それは翻訳され1483年にCaxtonによりprintさ奴たものである。Ward
によれば更にそのLegendaAur"に,"'""J'Z"@HFRfo'･i(MJe"からとった
ものを附加したらしいと云うのである｡“
(1)BritiShMUSeum.
(2)theBodleianI'ibrary.
(3)”．11－12．
(4)i.120.
(5)Arclll)isllopCfGeno:'intllel3tllcenlury.
(6)=Klcompilationoftllel3tllccnturyllyVincentius(=Vinccnt)ofBcauvaiS.
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Wn"はthestoryそのものは'&BIxlrablenarmt"inthereligiousromance
of〃α〃α"狐α”｡JもAC城”ん“であると云っている｡u〕
とのBa㎡αα”α犯(IJMo8ん卯ﾊ"(=JOall)hatorJOasamm)は6Am"i"val
ChristiamizedvemionofthestoryorBllddha,fi『就knowninilGreekfbrm，It
mlateshowJo馬馳l)hat'sfltherr"redhiminseclusiOll&mdl''xurytodeibata
Prol)hecythathewouldbecome:LChristian.Josaphatleamsoftlleworld,
howcverpandisdEconsolatelmtilllemcetsBarlaam,aChristianmonk,w11o
convertshimmChristiallityandthemon"ticideal.Balaam:md]"lljh;ltare
"intsinilleGreek'ncnolOgy(Au9.26),:mdintheRomanmartyrol"y(NOv.
29).-Gある｡“そしてこのromm“の作春はStbJoImofDi'mascl旧どさ鯉
ていたが,W認rdは最近に於ては同名のもので後に1htriarchofAntioCh(d.
1090）となった人であるとしている。（囚に〃ﾙ‘'〃んj･cAa城qfr(W"に於
けるあのtheChomingofthecafうketは元との作からのものである。その経路
はさきにあげたVincentofBeiuwaisの作飾"IMTME〃漁io"""を通り，
Boc"ccioのD"""J･onの65thtillcを経て，仏“知/伽加Z""d及び""f(z
』鼬加"”1．1"凡(=dee"ofdlcRom;Uls)<:')にものっている。SIMLk"IEdlTeはthe
storyOf'l､hreeCasketsを，この作の英訳，即ち1510-15年にWynkyndeWorde
がl)rintしたのをRichardRol)insonが】℃i;sl]値したが恐らくこれをよんだも
のであろうとされている｡）
さてこのB"f郷"犯α塊d･7‘如城fW)ﾊ"I(Jog'l'hat)の脾lmbleというのは，
dlemanandhistxe3ITien曲のIxtmbleである。即ちthemanが8111egwy
debtのII'開きをするために王の面前へ呼び川さｵ”ご・三人の中の二人の友(そ
奴はd'ema'':が平素大いに愛し叉尊敬していた友であった｡)はいよいよ堺間
の勝にそのtheman左見総ててし説った°然るに第三恭目の友（それはthe
mimが平素彼のために何もするところがなかった友である｡)はその1nanと共
にthOjudgmen,s"tに玉り，王に対して，そのm”のために弁瀧とれつと
めた。その三人の友というのは，鋪一の友はthesU"TnUityOfw"RIthandthe
loveorgilinであり，第二の友はwifanddlildgmdtherestormim'skithand
kinである。併し第三の友はthesumofhisowI1唾5tworksKmddE傘即ち
(1)ward,i.121･
(2)Wel'ster'sNewIntcrmtiomll)icti()n:nry.
(3)=AI)opularcollectionorstoricsinI@;11in,compiled,pcrllapsin]§鴫Im(10at
tllecndofilncl3thorbeginningofthel4thcenlury．(Centuryl)ictiOnary.)
、
6 ‘‘…渉皿肥，’について
血ith,hoPe,charity,1)ity,hllman-kmdne",alldtherestofallthevirtuesであ
る。とのlXlmbleはJOhnofIXm'ascu鴬がilwentしたものでは政く，さきに
遮ぺた通り&LBuddhtt"11rceからのものとさ飢莚いる。
さてとのEIIddhkt"11meは果して何であろう。日頃仏敦と比較的親んでい
る私にとりては．何か之に関する曙示でも得られないかと考え，少し調べて
見た。節一に之の思想に近いものとして，毎日よんでいる蓮如の｢御文章」
であった。その中に－．の一一に次の青葉がある。「ソレ，オモンミレハ，人間
ハタ、電光朝露ノ，ユメマポロシノアヒタノタノシミゾカシ，タトヒマタ，栄
華栄躍ニフケリテ，オモフサマノコトナリトイブトモ，ソレハタ、五-l･年乃至
百年ノウチノコトナリ，モシタ、イマモ，元常ノカセキタリテサソヒナハ，イ
カナル病苦ニアヒテカムナシクナリナンヤ，でコト＝死セントキハ，カネテタ
ノミヲキツル妻子モ財宝モ，ワガ身ニハヒトツモアヒソフコトアルヘカラス，
サレハ死川ノ山路ノスヱ，言溌ノ大河ヲハ，夕、ヒトリコソユキナンスレ，コ
レニヨリテタ、フカクネカフヘキハ後生ナリ，マタタノムヘキハ弥陀如来ナ
リ，信心決定シテ，マイルヘキ'､安養ノ浄土ナリトオモフヘキナリ」と，この
「妻子モ財宝モ，ワカ身ニハヒトツモアヒゾフコトアルヘカラズ」の文は即ち
この蓮如の思想とE1w9"-m(Xnのそ弧との関係を更に仏教経典について少し
く洲ぺて見る気になった。
"1wW-獅邸晩のsollrceの肢も韮底をなすものに田uddhismの思想がある
ことは既にWaEdの娩を挙げて，それに蒲及しておいたのであるが，今との
仏教からの”r‘ICざと〃twW-恥α犯との類似点と恩わるるものについてもう少
し<検討して見たいと思う。さきに引川した蓮如の文軍の中に，「妻子モ財宝
モ」云麹とあるのは〃twq"-mmaの示す思想と一致するところがありはしな
いかと考えたのである。勿論かかる思想は仏散に於ては必ずしも珍らしいもの
でない。併しかかる人生槻の基礎をなすものは，之證経典について求められな
いものであろうか。
自分の手許にあった洛波文庫の蓮如の御文に註釈を加えているのは脇谷掲
識氏である。そして上遮の妻子珍宝の果敢なさを謎いた蓮如のf『葉の川所とし
て，大方等大集経（ダイジニウケフ叉はダイジツケフ）をあげている。この大
梨経は北涼即ち支那の晋末から南北朝の興隆壷での中国を支配した紛乱時代
の五朝・1-六国の一つである。その北涼の曇無繊の訳したものである。大方等大
梨経は，私は専門家ではないので正硴にF1分の判断によって云うのではない
が，紳怪奔放の思想を以て十六大悲，三十二業等の大集悲深の法門を宜説した
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ものであり，仏成道後十六年の説法とさ恥ているものである。脇谷氏は上述の
紘釈に於て単にその出所を大方等大集経としているのみである。私は大梨経に
ついて一たあたって見た。私は大正･l･三年刊行，商楠順次郎綴繩の大正新傭
｢大撒経」によった。この大築紐は中燕大部な作である。大集経1)rol)erなもの
としては六十懇からなっている。その節十三巻に(P.109)「妻子珍宝及王位，
臨命絡時無随考，唯戒及施不放逸，今世後世篤伴侶」とあろを発見した。之は
大集総稚節十六「虚室識菩薩品第八之三」の「｛剛の中にある文句である。偽
とは梵諦偶陀（ガアタア）叉は伽陀の略で噸（ジユ）と訳している。即ち詩
航の義で讃美の詞即ちPal1mに机当するものである。この「妻子珍宝」の偶
の示す内容は〃wW-mα流の思想を蛾も簡潔に表現したものであると兇ら
るるのである。瓢はこの大集経のこの偶の文句が直ちにECA鋤〃ﾙ,《'〕即ち
""J9"恥α抑の依拠したものであり,WardのいうBIRMhistsourceであると断
定するものではない。併しこのBllddhistsourceについて,"TcIy加啄兇を論ず
ろもので，私の見た作の何人も仏典の名をあげていないので私は一つのsIIg-
g"tionを与えるものとして参汚に供したいと思うだけである｡私は更にlxlmble
があると見ていた｡②
そのIxmlbieのある経典に言及する前に少しく前掲の蓮如の「文飛」の文句
について一二のべて見たい。蓮如のこの文句は特殊の意味をもつものである。
周知の如く，蓮如は親鷲を瓢とする浄土臓宗の中興の名徹である。従って彼が
｢文承｣に於て，その出所を持つ誘葉は大部分眞宗の依拠している三部経,即ち
大無地諦経,観無量毒経及び阿弥陀綴であることは当然うなずかれることであ
る。然るに上越の「妻子珍宝」の雷葉は大集継とされている。かかる特殊の経
典に出所を持つものとしては私の綱ぺた施朋に於ては他にないようである｡勿
諭大梨経の名は親驚の「和讃集」にも一回出ている。即ち「､iE像末fil讃」の
｢四」に「大集経にときた藍ふ，この世は鋪五の五百年，闘評堅固なろゆへに，
白法隠瀞した壷へり」とある｡との大築経は60稚の中,曇無識の訳したものでは
なく，商斎の那連提耶舍の訳である。大集経の名はあげていないがその出所を
大築謹にありとするものに，「釈迦の激法をし主せど，修すべき右捌のなきゆ
へに，さとりうろもの末法に，一人もあらじとときた誰ふ.」がある。して見
れば大築経は我が国でもかなり読主れたと想像され,従って西欧でも関心を持
たれたものであろうと推察さ熱るのである。
（1）後述する。
（2）この問題について後にふｵ1る。
8 0‘職窃yWMInTPについて
特に「妻子珍宝_lの文句は花山法王（1）;が人生に目覚めて遁世さ虹た原因を
なした句であると脇谷氏は脚註しているのである。かかる囚総を持つ言葉とし
て我が国及び欧州に於て人為の注目産ひいこものであったろうと推測しても
大した間迩ではないであろう。
尚之に類したものとして大集経六-l･稚以外のものとして「大築大虚空藏菩譲
所間経巻第五“にやはり偶に於て
「無王無剛無妻子
助伴イロ布於無常
唯施戒定及精進
今世他世爲伴侶」
とある。之を見る吟,かかる思想は大染経の他の部分にもあるのかも知ｵ1,ね。
私の見たものだけでも〃職αツー 猟鹿托のsollr(:e2に近いと考えて果して無理であ
ろうか。併しこれだけでは私は意に満こぬものがあった。必ずやlhilmbleがあ
ると考え，自分もしらべ本学の橋本芳契蒋にもきいたりした。ところがその研
究の中途に於て一つの新しい文献に接したのである。それは明治学院大学敦授
の尚橘源次氏の輪ﾘ:dGAStudyofE,'cryl､D&m,withSIrdallRCRr"1cetothe
Sourccofitsl'lot"(愛育砿1953)(:Dである。同氏はETw･"-加α仰のsou亜eを
靴阿含経にありとさ肌ている｡")今少掩艇いが会員諸湫の使疵を考えて之を
ﾘ|川しよう。
（10）聞如是。一W"II在舍衛園祇樹給孤独剛。佛告比丘。比｣f聴受教｡佛便
繩。処比丘人有凹凶総。食愛有軽重従処離遡。比丘。宵一人ｲfIIM蹄｡第一婦篤
夫所亜。坐起行歩勤作臥ﾛ､未曾柧離。沐浴莊飾飯食五楽常先與之。寒暑飢渇摩
順謹観。随其所欲未曾與謙｡第二姉者坐超喬談常在左右。得之看喜不得者憂。
或致老病或致闘訟。節三蹄肴時共御現。数机存問苦If悉意。窮困痩極便相忠
脹。或相遠離迩相思念｡節四姉者主給使分。趣走作務諸劇難蒋。軌往懸之而不
IMI亦不與語。希於謹醜不在意中此叫姉夫-･JI.有死事。鴬遠従去。便呼第一雛汝
徹髄我去。第一姉報獄｡我不跡卿。却討。我菰愛無有比。大小多少常順汝旨。
養育護汝不失汝意。爲那不相随。蹄言｡卿雌愛箪我我絡不能川I随。夫便恨去呼
（1）
（2）
（3）
と註解」
（4）
王位(984-986)(d、1008)
大正新{府「大赦綴」(Jbid.1'.633)
「英認清年」V4)1．XCIX.No.3に閥川文夫氏陣「寓意劇EVerymanのSource
に於て本番を測介批判している。
大正新術大顔罹鋪二巻阿含部下雑阿含経(PP.493fr.）
"戯画y『“凡，,について ，
節二蛙｡汝当|随我去。第二禽識言。卿所飯愛第一難問不随卿。我亦経不和随。
却青。我始求汝時勤苦不可言。鯛氷迩暑忽飢忽渇。叉更水火縣官盗賊與人共
瀞。侭侭咋咋ﾉｳ得汝耳。爲那不札I随｡商鯨#卿自食利強求爲我。我不求卿。何爲
持勤苦淵I獅耶｡夫便恨去復呼第三姉。汝倣髄我去。第三婦報言。我受卿恩施。
遥卿韮城外。経不能速行到卿所至処。大同恨如去遼與節四姉共織雷｡我溌離挫
倒界汝随我去。第四婦報言。我本去離父母来給卿使。死生苦楽歯髄卿斯到｡此
夫不能f1可意所頭三蹄自随｡但得苦醜不可意者倶去坪。佛言。上頭讐輪繊一人
者処人意駒II.第一姉者是篤人之身也。人好愛其身過於第一雄。至命識死意刷'随
逐罪細岱凋速去。身磯在地不肯髄去。佛言。比丘不随四行不得度晩。何等爲
四。一者憂苦。二者習欲。三者識案。Ⅲ蒋澗減。諸悪道要有八行。至誠在四
諦。節二姉者是人之財産。得之者喜不得粁愁。至命識時財資績在世1m・亦不自
随去裳坐之愁苦。第三蹄者。謂父母妻子兄弟親和識奴鱒。以生時恩愛輔相思
蕪．至於命識啼拠而途之到城外壕lⅢ。側棄死人各自還帰。憂思不過-1.日。便共
飲食柵忘死人。節四蹄者是人意｡天下無布自愛守謹意者。皆放心悉意食欲噸懇
不信iE逝。身死鴬瞳悪迩。或入地猟或鮪帝生或総餓鬼｡皆快意所致也。比氏。
鰯迩儲自端心正意。営去愚擬之心無患擬之行息不行悪｡不行悪不受映。不受共
映不生｡不生亦不老。不老亦不病。不病亦不死。不死便得無爲泥垣道。桃如如
繊是。比丘愛獄喜聞如是。
これを要するに，さきにあげた大集経の引IMした部分に対する裏すけのよう
なものである｡"〃'でJ9"一mα犯,'はこれをfzd'･a,6,j郡にとったのではないだろう
から大体上記したところにより，ぞのSOurreと恩わるるものにhmtを与えた
といってよいであろう。さきに述べた'1℃llllrink,Collier,Ward等の〃砂⑧秒一
狐α犯に対する論述は，いずれも"11""恥α範を以て英国人の作であるとして
いるようである。然るに実はE"'w'"α汎はオランダの醜c冊"均ルの翻訳で
あるという娩があらわれた｡私の知る限りに於てとの論を唱え出したのはml-
LIrdである。次にPnllardの言葉を引"jしよう。
0Inl892Dr.HenriLOgemanshewedthat,withtheexuWtionofthcl)rOlogue,
itisattmmslation,madel)ro"blytowaldsthecndOfthefifteenthCentl'ry,Of
thel)utchplayEICkerlijk,atUibutedbyl)r.I幻gemantoacertainl℃truS
Dorlandus,anativeofDiest.'(SeeElckcrlijkandEveyman,edi"dbyDr.
H・Logcm乳加.Gand,1892.)(')
とありPollardはH.Logemanにより翻訳であることを知り彼の群譜の節
(1)A･w・Pollard,EWI鋤皿i7･""PI繊辨』IIol'a伽i"undIWe'･1ude8,(4thEdition,
1904．)P・2M.
Ⅱ。 d4E"yTmが,にへいて
4版に於て之を認めている｡（1）併し之に反対して逆の論もあると野川氏はK.
H.deRaa@1897等をあげている。この何れかを決定することは我痔日本人
にありては至難なことであろう。
、現代版のあのACtingEditionのJ.Warschaucrは,iSoriginalistheDutch
E!ckmlijk'と簡踊に雷っていろ｡“恐らく彼は忍嘩Jy-mmuをEjbﾙcJ･/"ル
の翻訳であることはもう定餓となっているかのようにである。私は〃tZjy狐α犯
とEICﾙ℃『〃ルの前後の間閣については上述のことをあげる外碓実な征拠を以
て之を決定する費料も判断の基礎となるべき材料を持合わさないのである。
Colli",TenBrink,W&lrd,Symonds"等一図にE砂”"､α犯が先雛することを
知って,E"Mer"Wﾙの亦在乃至そ弧との関係を知らなかったらしいのに,1892
年のI"cmanの下した断定にここに英国moralitiesの最も著名なるものに与
えた簸後を恩うて，この1m題は‐こ奴にて一応結瀞をつけたいと思うのであ
る⑥
III
私はここでE唾】･"-"邨況の梗概を述べた方が都合がいいと思うが，この小
嫡が余りに長くなることをおそ飢て之を省略したい。
次にE曄》切加α犯に対する批判をあげたいと思う。この劇は15世紀末葉の作
とい巾肌ているが，それにもかかわらず現代とのつながりを持っており，叉従
来のmiracleplaysに飽いた英国民の心の勁向にmeetせんとする減みもあっ
たのである。$TheE11glishmtiongrewtiredofBiblePIays.'(4)と云わ伽た時
代に現われたものである。この小論の冒頭に於て出e6OMVic'座にてその上
演を観たといったが，H1にLese-dramaとして続むのと，その実演を観るのと
では，かなり吾を外国人に未知の面に於て，吾杢の印象に蓮った感じを与える
ものである。おそらく外国の者としての吾堂の場合,或は英国風習，服装その
他に於て，特にそれが1511t紀の作である溺合に於て，単に読むことのみによっ
ては岬1)reciateすることの困難な面があるのである。Shakespeareの劇につい
ても同様なことが云い抑るのである。即ち刻tに於てE"ryma抑の上斌を槻
(1)J．M-Manlyのeditした,"S】妃層i加唖1〃n℃-Shα胸脚面祁Dm打嘩9"vol．i･P・
ix.に於てやlまりL《噸cm鼬nの脱により,1rangla!ionであると云ってsFcimenの中にの
せてない｡
(2)1'.12
（3）いずれも1892年以伽の作である。
(4)ArnoldWynne,｡!"eGIUtLMqfEn"小〃'･uma''(1"0)P，51.
"〃t遮呼17m祀脚について ⅡⅡ
ることは必ずしもanachronismの感じを与えるものではない。
この〃"jWl(z犯の価値については大体批評家の意見は一致している。一二
の例をあげよう。QllicrはEr〃W@anを以て4oneofthem"tIErliectalle-
gori"cverfbnned''(1)としており,Wmdは4Whatwonderthatamomlity
whirhissllccessMinbringingthe"thingsbebreh"祀庵amdrmdeTsshould,
byaconsel閲眠ofoPiniontowhichlknowofnoexceptioll,beregard"81sthe
flow“imdcrow加orthelit“lryspecies如whichit“longs？，“と岬してい
る。更にSymondsはdRLrmore(3)PerfigctindeSign,KmdveryfilllOfintereSt
tom"ernr"ders,isthezmcientpiece"IIediEverymall'(4)と楡じ,Pollard
は@OrthePl&LysI1alldeddowntOusinPrintedcditiOlls,thator"")柳兇廊測.…
claimstheiirstplace.'(n)と云い,Logemanの研究を見た後に於て附加えたと
恩わるろd4Not"to""】珈凡α仰”に於ては6'I11ephyGf""1･jmq塊臘l)erhal)s
thefin"tofalltheMomlityPlaysthathavccomedowntous.，,<凡）と云って
いる。更にActingcditionのJ.WmschallerはdInTAeS"凡加”加〃qf"''""･
mα伽．．．．weluvewhatisbycommonconsentthem"toutstalldingamong
the@@momlitieS''whichHOuriSlmddnriIEthelatcrMiddleAg",fbrmingtlle
tmnsitiolll"tw"nthemimclel)laysandtheseclllardmma．〃錘jW@a抑h砥
lrenrightlycaⅡ国byMr.EmestRhys"agr"tandisimllletr:Igicmastcrl'iece
-awOrkOfreligiousart,wlichinitsiIEightandtcndeme",makeSasure
appalltounivcI"lhumancmotiom,andthus,whileMTingunmistakablythe
marksofthcINBriodwhichl)rodllcedit,isyetinverytrllthnotofsmage,but
mralltime.'と絶讃している｡《鼠)'r.S.Eliotは6ThegraltviceofEnglish
dramafromKydtoGalswolthyhasbeenthatitsaimofreaIBmwasunlimied.
Inoneplay,〃”吻加α”,imd脾『haFinthatonel)layonly,wehKWeadmma
withinthelimitationsofart;(9)と特例にし，更にドイツの現代批評家蹄iedrich
J、I'･Collier,ii･310.
War<1,(1Sted.1875,2nded.18")i.124.
Later'ru(1()rMoralilyの"e".la"<ym'7e"tlrc(Pr.1567)と比較してであ
???????
ろ。
（4）
（5）
P・I。
（6）
（7）
（8）
（9）
J.A.Symonds,S航ﾙalMww'"PJ液だ"恩"”f汎fAeJW,wliBADromm(1924)1'.135.
八・W.P(》】Islrd9好例畝鮴JmwWPIa班Mh"･"iliCsqwII"a･!1M侮〃(19"),
II)id･9ID．202.
IWeryman9sLibraryのeditor‐
】』．11．
T・S・Eliot，卿趣鰄A"JE郡租辨"P､10．
W全 d4"t画y1，㎡，について
Gundolf<')はEICﾙ"QJ雛の耐案とされているIromulu卿について次のように
宵っている。
4DKIsPathosderRefbrmatiollhilttczuemerLitteraturmiteigenenselbst-
genugSamenGebildengefiihrt:eillA"m,eineBcgeisterUngdurchdrmgSie,
ulldihreMittel,Zw"ke,Wirkungenw出renmv611igemEinklang.IhreDmmatik
wargewach"n,nichtgemaCht,undstellteinihrenlstcnWerken,etwaim
VerlorenenSohndesBurchardWaldis,imHomlllus,d"LelEnausdemsie
en即訟ngenwirklichdar:.…，“と。
以上あげた批評によりE1wγⅧα伽の立つ位世は郭解さ肌るととと考える。
然らば如何なる点が以上の評価に値するかについて私見を述べて見たいと
思う。
先ず節一に，そのmomlについてである。TenBrinkも云っている通り，
〃1℃ｸｯ､α加のmomlは，杵通のMomlitiesと緒局に於て遮ってい･ろのではな
い。叉そのmrmllhに於ても,anorth"oxmanneFであることも同Iﾝであ
る。thehmoも亦同一のtyl"のものである。6Bllttllef'l)1ehxusql,iteadifYbr-
entandmudlmoreorigillalc:Ist.Wearenotheresilow!,HumimLifbtllrough-
outiScourse,butonlythecloscoflit,thel)oi''tor馬ettlingaccountswhich
indeedthrowsitsIightonthewholeIDreviouscarcer.'(m)である。例えば〃ﾊc
C"fc"qfPe"""．α鯛“に於ても,亦町α測伽"deに於ても,人IIIIの一生がそ
の幼時から老年に至るI川の長だしい経歴が表出さ奴ている。然るに〃t･"ymmE
に於ては恥に人間の結末が表現されているのみである。人IIHの今迄に経て来た
経路が要約的に簡明にsllggestされているのみである。即ちとの劇にはcon'‐
IXlcm~という感じが観客の印象総成の要素をなすものであることが看取され
るのである。一連の遜鋼的全休が，その一つ一つの環を紬述することによ･って
ではなく，鼠に全連統の一切断面,或はその中の一・環のみを弧調することによ
り，全系列を雰髭たらしめるという近代的手法，或ばある意味に於てsym-
bolicalな方法をanticilxlteしているという新しい企図左右しているかに見え
るのである。この点従来のmomliti霞に見られなかった特徴であろう。
IbllardはEditionbyJOhnSkOtからのものとしてdlcitolltisIDic"to"2でjW-
肌α流即ちWoodcutを，彼のMiraclelDIaysp&c.のP.77の対頁にのせてい
（1）本名Fr.Gmdel6nger(18鋤-1931)
(2)FriedrichGundol｢,SAIE"I"'℃1cTKJ(伽･必MfHMfF(ﾂ《ｸ曲イ(1927),1'、1岩波文
叩に竹内敏雄氏訳あり。
(3)""o'yq/〃FUM"""．α加彫(Bolln'sI.il>rary,1922)ii、302-3.
gGEi"ymmc''について 13
ろ。そのWoodmtはHansHOlbein,@!theYOunger''(1497?-1543)のZ'Ae
Da腕"qfD"Jハを思い超させる底のものである。即ちdAimegentlemanof
theCourtorHenrymiswalkingwithhiSllatIII)onhisheadand乱fhaill
aroun(IhisI)cckamongtheflowcrsofam"dow・Dcath,theSkeletOn,11alfE
■
clothedm孔looseShroud,andholdillginhisamlthecOverofasePulchre,
beckOnsmtllisgallamtfi℃machur(?hyardfilllorboIIcsandcrosses.u）であ
る。$LilbiSthusbroughtilltoabrul)tcollisionwitllthc"coldHiCj"eisof
thcd"d''andhimwhorulesdnere'"これが〃郡,､"､α抑のclose-ul)の一環
である◎
第二にこの劇のmotifについてである。この刺はthe3901'I""Imから，そ
のmotifを取っていることは明かである（仏教の底流については上述の遡りで
ある)。I¥.39はdthebrevityandimiltyofhllmanliib,the"nityofriches,
theneetingll"soflmauty.'向についての"theticinststcllceである。聡.39を
少禽引IIjして見よう。
4．I｣ord,makemetoknowmineend,
A11dthemeasurcofmydays,whatitis;
thatlm;LykllowhowfraiIIam.
5．1kPhold,thouhHIstmademydaySasanhImdbreKnth.
A11dmineageisasnotl]ingbelbreth":
Vcrilycvcrymanathisbeststatei581Itogcthervallity.
6．S11relyeVCrymanwalkethinavainSheW:
Surclytheyaredisquietcdinvain:
Heh"1)cthul)打ch",andImowethnotwhoshallgatherthem.
11.…Surelyeverymanisvanity.(A.V.)
以上はthe39'1'}'"ImからET･"Wmα塊に歌まれている思想的胚菰ともい
うぺきものに関係ある部分を引川しこのである。かかる人間性の果敢なさを唱
逝するものは必ずしもBibleに限ら奴たことではない。先にかかげた蓮如の
｢文瀧｣の内のみに於てすらかなり弊合していあところである。特に蓮如を例
にひいたのは，蓮如の生き動いた時代が1415-1499年（死んだのは明応八年
85歳）であるからである。""『"柳α犯の創作年代は既述した如く大体IMward
(1)
(2)
(3)
Symonds,Sﾊαﾙ3lxﾂで，斥舟趨舷が"f･Jt,10、135.
Symonds,IIDid.，P.135．
WglrSChauerlID、12.
14 ‘曾歴”yw函加，，について
Ⅳ時代（王位1461-83)である。蓮如が吉崎に御坊を建てたのは文明三年(14
71年）のと古である。〃”･""lα犯のnlldlorがdlebrerityOrliib,vanityof
rich匿を考え筆をとっている甑，叉は訳している頃，当地方と深い関係にある
吉崎に於て蓮如も亦人生の果敢なさを説いていたのであるc(1)
W批唾IDau画は0'1,11erewehavethegellesisofthisvividamdtOlIchingpoeln
(〃1℃)W伽α犯)withitsshrewdhOme-thr'lsts,itM;IXlssagesOfeloquCnCeandPer-
wldilWhumanity'2)といい，いくらかexaggerateしていると恩わるろ位に讃
辞を呈している。作全休のkey-noteはctheoWninglinesOfthestately
ProlOglleslmkenbytheMEfsENGER-am"timpr=iveaddre",which,
Tightlydelivemd,"nnOt"limmediatelytocr"teanatm"11here'(町とWar-
"hgulerは叉云って，次の三行にadmimblysrUckされている。
AImyyotl;lllgyveyouraudyence/A11dherethismaterwithrewerence,/
Byfig'ire;Lmor&lllPlKIye(11.1-3).
6ReveI℃nce-thatc0master-keyofkl1owlcdge,''asLowtPl1calledit-
is,indeed,theilldispensal)lcconditionfbrthesuccessfillproductionof"t,"ym(m,
asithtl':nthrpmntablywitnesingit;fbrthisinterluded"Iswiththcm""t
mOmentolIsEsll",itshowsusasoulawakingtotherealitiesofexi"nceimd
ord"tiny,broughtwithtenificsuddenmessfMRetoflcewithd"th-and
whatliesbeyonddcath.'"である。後に述べることであるが，この劇はその
宗敬観をtheRomal,QltholicChur℃hのdoctrineとmditiOnSにおいている
のであるが，かかることがあるからといってとの劇の持つthesolemnityof
thethcmealldtl'cgr"t唾mtyofitstreatmentをobmu正してはならない。
続者なり観容なりの心をその宗教観の故を以て賛否両面に分たしむるととは
あっても，而もなおその根抵には極く少数のものを除いて，殆ど凡ての人に訴
えるだけのf§ssentialtrl1ulとhuman1)athosとがremainするのである。
少しく劇の筋を迫うて，との劇開展の思想的推移を辿って見よう。
･I,heactionof〃1"･WDα加は極めて簡Iﾘ埴赦的に展開する。末梢的紳経繊維
への刺戦の複雑性と多様性とに，戦の新しさと，進歩性を見ている現代人にと
りては，との簡飢，簡明は幼稚であり低級であると兇らるるかもし奴ない。併
し「思惟の大いさに職き，新しい生添の方法を自覚」するのは，吾交の生活が
（1）さきに引用した遡如の「人生糊露」をといた文章(鼠文明五年九剛中旬（1473年）
のもの老ある。
(2)(3)P.12.
(4)Warschauer,"、12-13.
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深きり，世の辛酸を祥めつくした場合には，むしろ簡明照純さに人生と遜命と
の深さに相つながるものを発見する場合であることが多い。というのは「考え
る価仙のない程簡郎なもの，即ち蛾も簡lWLにして単純なものが蛾も商いものへ
直ちに畑じている」場合が多いからである．このことを念頭において〃ぜ"ツー
娩α塊を考えることは，時としては極めて安易にして皮相的に陥り易い現代批判
の弊を見ることになるかもし肌ない。
さてあのMF"厩侭《;E“の劇の聞頭に於ける
YeJ皿IIhaBhowourhevenkynge
CalledlEverymanto血genanlreke81ynge.(11.19-20).
という観客への言葉の後に，吾狩はG&lcomplaintfromollhi811,ofthewilM-
ne""1dwaywardnessShownbythehumdmmce,配otwithstandingthesupmme
proofofUleDivineafWiectionlbrmimkindgivenonCXLIvary.(1)を持つのである。
人IⅢがこの存在の連続の如何なる部面に於ても，何らかの切断，何らかの拒
否，何らかの否定を受けないことは,即ち宗教的には何らの得を受けないこと
は，人1IIをして悔悟と改俊とへの拠灘を与えないことであり，拒否,抵抗とに
直面しないことは，自覚と反朽との機会を与えないことである。そして宗教的
にはこのことは刺'をして人I川を救う方法ではあり得ないという考岨に導かし
めたのである。それ故刺IはEvIMYMﾍパ(hero)をして自己の行鰯のIEckolling
即ち捷借の糟算書を作らしめるに至るのである。そしてこの仕事を6the
mightymes"nger'であるところのDE1'11脇に託するのである。「殖lが直ち
に郷台に現わ拠るのはそのためである。吾左は原本で次で刺'の畿場を見る。現
代人にとりてはGodがbodilylbrmで舞台に立つことは彼等の"ntimentを
して剣1ockせしめることであろう。"cmjcfのGImgtについても現代人の理
性は納得しないと同じである。であるからActil,gEditionにてはGJI'に代
うろにV,D1･厘を以てしたのである。併し15世紀の英国人の6thenaivelmety'
にとりては必ずしも，しかく不自然の感を与えなかったのだろう。自然主義を
文学特に戯曲の不可欠の要素と考えている人にとりては，中世の人狩の抱い
ていた宗激槻を想像することはむつかしいことであろう。併し1'il1roから
O'Neillへ至った道を辿る時は，このIIM魎をしかく吾だの合理性に合致しない
ものときめるは早計であろう。
そのGo1)が語る数行は，たといそのdictionには珍奇さがあるが，それで
も独郷の典gnmdeurを持っており，そしてそ奴は6aslow,deeepmonotone'で
(1)Warschauer,"、13-14.
Ⅱ6 "EwW"虹恥”について
禰ら飢ろのでI)M''edignityとDivinesorrowとを表現している9
一方大いに注意する必要のああことと思うが，その妓初の青葉は「人1mの
1)ervcrsen巴汚とillgriltitudeを悲しむのは,oIYbn(1edSOvcrCigntyではなくして
woundedLovCである」ことを明かにしているのである。
D師IIK(DEATII)も亦，たといthekingof･IIPrroysでばあるが,adignificd
nO"を奏しなければなら歩，叉彼はdanHighKing'schitfofii"r'であるこ
とを自覚しており．その外貌，服装及び毛のInOVemCll鶴に於てもacerblin
sublimityをsI1ggestしなければならないのである。彼豚自己の乎を綾るめし
めんとする如何なる誘惑にも超然としており，刺'から委ねられた仕那を遂行せ
んとする意志を堅持するものである。DETil腱は云わぱtheOmnil)otentWillの
化身そのものでなけ飢ぱならない。
勿論この劇の上斌に当っ-こは，この劇全休の中心ばEvEIwM八Nにおかれなけ
ればならない。難実彼は劇の絡始，舞台上に現巾拠ている。（このことについ
ては後に言及する所がある｡）そして被Ew;I&YMﾍNの描出をしなければならな
いところのemotionsは極めて広範脱に遡るものでなければならない。即ち
iecungとintcllectの両面にわたるものでなけ弧ぱならない。tr;nditiol1はこの
E,'臆腱YMANの役を拠ladyにふり当てているが，それを演ずろに好適な男優の
ない場合そのtTEnditiollによって演出するのが81matCursの場合麹当するかも
し虹ないが，併しEvIEKYMANIXcthetyl)ic6'lyollllggallant,themeTryblade,
thcman-aImuftownof山cl)eriod-11otd"I)cmtelybad,11otddibenltely
wiCkCd,somuch"11"d'"s,immer5cdinworldlygaieties,hardly;Lwareof
momlclaimsorsl)iritll&llr"liti".'''')であるとWarschimerは云う。
EvIMRYMfNはtl1evcryin"mationofthetyl)edescribedintheBookof
WMoIn(ofSolomon)as:Nlying:
8Comermdlctuscnjoydnegooddlingsthatlloware;andletuSClVOythe
cr"tionwithalloursoulasyoutll'sI)ossefsiol1．1ctus向Ⅱoulselveswithc"tly
wille&md"rfimles;&I11dlCtnonoW"ofSI)rimgIXRSSllSby.LetUSCmwn
ourselvfswithrosebudsbeibrctheybewith(Imd;lct]1oneoflIsgowitllouthis
sllareinourProudreveiry･EverywherelCtllsIeavctokensofourmiIth;
b"ausethisisollrl)ortion,andourlotisth臘.，“
かくEvERYMANは左右を顧みることなく，叉前後を慮ることなくして，人
一●
(1)1'.15.
(2)I'.15.
"Et鞠y"虹凡，，について x7
生街道を進んで行く。突然彼の行巡曲はStrangerの冷やかな不繍喬により阻
襲肌ろ。そして汝は汝の遥物主即ちMakerを忘れているのではないかという
するどい髄間により,彼の反街を弧要される。】)EI'醐鴎との会諦に於てEvEUWMAN
は自己の心内に於ける感悩の推移を観客の前に露呈しなけ肌ぱなら旅かつた。
岐初とのstmllgerの質問をきいた時,一顧の尊大さを以て，靱出ousande""de
shaltethouhave,/Anddyfiarrethklnatertynanotherdaye.(IL122-3)と云
って，軽く金銭によって解決さるろものであると高をくくっていた。併し「人
1冊」の背負わなければならない迦命の箪さは大なるものであり，弧烈な自然必
然を右っていた。EvERYMA蘭はその雰崩に直面せざるを得なかった。Miltmlは
P"．αdr8cm8fに於てS;ltall(L11ciier)をして次のように絶望的な言葉を吐か
しめている。
Memisemble!whichwayshalllny
In6n雌wmthandin6nitcd“”irP
WhichWayImyisHell;nly"lfamHeII;(Ⅳ.n.73-5)･
と。そして叉11.79-80に於て
IsthCrenoplace
Lenmr…11画､Ce,nonefbr限rdonIeItP
と。このMiltonのR""nをimticipilteするかのようにEvEIwMANは次のよう
に云う。
Oyretdnedcaytyfip,whedersllalllHee,
T1浬tlmy邸tscaPethi爵CendIcssorowe？と。(11.171-2).
而してD歴T班匡の退場した後に於て
A1EBImaywellweI)ewithSyゆ唇del)e,(L184)た以てはじ主ろあのpadlos
の深いnOteを以てD恩”厩より告げられたことの眞相を身に徹して独語する。
併しEv厘侭YMANは次に暗雲の中の一道の光を見つけたかのようにho腰の一
閃を感じた。それはF厭いw闇測YIDを想起したからである。彼により恐ろしき族
a1ongejourney即ちl)ylgrymageの遡遮れを得らるるかも知れないと考えた
からである。
F皿へWS"Yu,とEvERYMANとのF1mmCterSのCOntr2Stは，前者のそれは，後
者のそれよりも.acoar"r,distmctlymorceardilytypeofthemanofPMsurE'"
であるが，内心はpurc1y"llishであり，その上に卑怯者でなければならない。
(1)WOrschauer,P、17.

"歴&麹ymanP'について U9
ASmme-yeshallgoalone(I)
と云う。そして更に自分の代りに自分のmaidをつれて行け，彼女にそのIⅢ暇
をやりますからという。何故なら自分の女中は
ShelovethtogomfasE,theIEtol妃】lice,
AIBdtodalt""alldabrOadtOstart.
であるからと云う。このことは彼女のirivolougな性格を示し，叉かかる厳粛
な場面にふさわしくない彼女のずるさを示すものである。即ち人生の煎大さに
対しては我不関駕の態庇をsuggestするものであ愚。之に反してCOusINは用
意周到な事務家的の中年の男である｡彼は聯態の興相を完全に知っているので
ある。併し彼は断乎として他人の不幸に自己の雀込篭るるととを拒む男であっ
た。EvERYMANの伴侶となることを断る唯一の理IIIは6N:ly,byOurLady!
Ihavethecmmpinmyoe!'である。そしてこの言は勿論表面の眞而目さを，
即ち擬而目な顔をして云うllumourである。KINI)脳献，とCcusINとにこ奴だ
けの性格の相違はあるが，併し何れもegoistである点に於ては変りはないの
である。
EvERvMANは自己の頼りとするものは,outsideから之を求めることの如何
なるものであるかを知った｡彼は今や自己自らのものに之を求めなければなら
ないと考えた。即ち自分が所持している術に気がついた｡8Moneymakethall
nghtthathwrong.'であると考えた。併しEvER1･AIANにとって最大のshock
の諏子が秘めら弧てあったのはここであった。即ちあの女との交渉に於て
WドﾊI;｢,【はahelpである所か,apositivehindrallceであるということ，むし
ろBIe"edarethel)oor・であるということ，「カネテタノミオキツル財宝毛，
ワカ身ニハヒトツモアヒソフコトアルベカラズ」ということを知ったのはその
時であった。WEAm･IIは今や彼の仮面を腕ぎすてた｡最早や従順なる"Wantで
はなくしてEvERYMANのsoulを撹乱せんとあらゆることを企む敵であった．
即ちWEAm･刑はEVERYMANの淡落の主なるinst8umentであった。というの
はWEAL･I･J1は云う。
For睡回1'seonmethoudidstsetthymind,
ThyreckoninglhavemadeMottedandbnnd,
"rhatthineaccOUntdloucanstnot…truly:g)
(1)Mndernizeさｵ1た引用文はActingE(1itionから用いた，
(2)この引用旬は八ctingEditi《､n(Wareh:'ucrのeditした）に尖る。
1
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I
と。このcynicalなcmTE¥ionに対してのEvERYMANの怒りの爆発はWEﾍrr1I
にとっては,自己の狡滑さが認めらｵ1,たということであった｡そしてEvERYMAN
の呪咀をきいてW腿､rr胡はmerrimentを混えた郵腫micl"Ighrrを浴せかけ
ることであった。これはEVERYMANを糖脚的にも肉体的にも,"ntならしめ，
pros廿翫eならしめたところの最尚度の打蟻であった。このことは6All"rthly
dlingisbutvanity･'という幻滅の悲哀と苦味とを嘗めしめることであった。
EvERYMANが体験した糖尉I的変化は次の三行に示されていろ。
n画】ofmyselflwas割named,
AndsOlamwomnyto"blam":
Thusmaylwellmysdfhate･･･…
と。凡てがEVERYMANを捨てた時，彼ははじめて自己のgooddeedsを腿い
出す。勿論彼の"relesslifの中にはgooddeedSは多くはなかったであろ
う。併し時には彼でもHndne弱を行ったであろう。G3oDI)RI>塵が余りに弱
くて立つことすら出来旗いものとして表現したことは，作者に深い用意があっ
たであろう。併しその弱さの中にもEVERYMAFを助けてその味方になろうと
する意欲はあった。GJoI)DEI)Esは宵年EvERYMANが盛んであった時は顧み
ら伽なかった。併し宵年EvERYMANが，たとえ死に直面した時にすぎなかっ
たけれども，一片のpenitenceを示した時,GJoI)DEI)Esはevilに報いるに
Modを以てした。病床にありながらも，そしてその病の原因であった新では
あったが，彼女はその人を救わんとするに熱心であった。EFERYMANの今迄直
面しなければならなかった拒否の後に於けるG)ol)DICI)IESのこの暖い手は，
EvERYM郷の傷心にとっては一諏の銅揃剤であった。G()0DD厘DESは自己のみ
ではなく，自分のsisterであるK"owLEcE(Knowedge)或はHegwenlyWis-
dnmをEvERYMAN救済の助手とした。EvERYMANの喜びは云う迄もない。
Ingoodcondycyonlamnowineverythynge,
Iamholycon"ntwiththisgooddlynge
IY1ankedIEG"mycratoure(ll.524-6).
と白状する。GOoDDEDEsは彼女が病身であるという故を以て却って吾為に訴
える所が大であったとす虹ぱ,KNowL睡腫は彼女のsplendidandm珂霞衝cseren‐
ity即ち知性の持つ透徹性によって,吾杢に印象づける所が犬である｡KNowI""
はいう。
Everyman,Iwyligowiththeandbethygyde,
Inthymoostnedemgobythysyde(ll.522-3).
I
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と。簡明なる表現は,何らの疑問もl慶昧さもない。鋭利なろ匁が突き通る程に
意味の明快さと透鯵性がある。
併し結末が来る前にEvERYMANは樹“､鱈或onをやらなければならない。
Priestの衣を裳とった厳粛な姿のCoNFFzssIoNが登場する。そしてEvERYMAN
にdIEsureofmercy'と訓誠し，彼にGthescouIgeorI)enance'を与える。
をれはEvERYMANが肋rgiveness通得んがためである。
EvERYMANのOeternalGOd1OhefwenlyFigure!&C.と呼んで刺1を求むる
心は観客の何人にもその心の底に徹するていのprayerである。
BEAUIE,SIREN(rrHDDYscREcYON,とrYvEW1･'rlPEsの四人のsymbori"l
chaTactersの登場から，との劇はanewphaseに入る。と虹らの四人のch:nrnc-
te応はFELAWSHW',COUSINとWEAIJrHとに対して一郡のcounternrtになるも
のであり，後者が人1mの外的posscssionsであるのに対して前者はその内的所
有物であることを示すものである。FELAwsHYP以下の外的な人間の属性は
EvERYMANを捻てるのに逵巡する所はなかった。内的なそれは勿論かなりの鯖
路はあったが，併し結局は領みとなるものではなかった。と鯉も「カネテ報ミ
オキツル財宝」と同じくであった。EvERYMANがthc"cmmentとextreme
un(Xionとを受けて戻る時，もう彼の死期の近いとどを知った。モしてそ虹と
同時にthings"rthlyの果敢なさをも知ったのである。BEAU･1､麓はthemmb
の中でwitherすることを考えるが故にEvERYMANから離れて行く。S･l'隠畷隣(:Ti‘
もamumlmunt即ち
Youspendeyourspecheandwastyourbrayne;
Gothry5ttheintOthegrounde!(11.824-5).
と云って去って行く。thecaimreasonauenssの縦化であるDYScREcV(DNも，
叢ことしやかに，自分のEvERYMAN放棄を弁護して彼を捨てて行く。FYvE
W,TIF"も他の者が皆恐ERYMANを一人ぼっちにしたから自分もそうすると
云って出て行く。併しGOoDDRnF舗とKNoML"畷のみが後に残る。そして死
の瞬間蓋でEvERYMANな擁護すると云う。一方EvERYMANの力は漸次引潮の
ように衰えて行く。蕊の塚は彼を待っている。そしてE,･ERYMANの川肢はも
う彼のものであって彼のものではなくなった。KNOwLEGIEとGooDDED鴎と
は今や別飢行かんとする彼の"111のために斬りながら，彼の左右に膝壷づく。
ETERYMANは哨たたる議蕊と篭す叢す弱藍り行くgqCfenEで彼の最後の脾‐
titionをやる。この八行の斬賦の表川溌Wamcchallerは之を評して次のように
云っている。
,1
わゆ
一一 40"tWymα祁，，について
‘…eightmlles"changedwithdneveryspiritorsuIWIicatbnandsurrender
thatonlythe麺ulofatruesM)i向tualImetcOuldhaveinditedthem.，（1）と。
今やEvERYMANについて残るものはただtheliflessmrmのみである。帥
の召喚は経った。人1冊の負っていた負憤は払わ鯉た。今はなきEvERYMA蕊の
遺骸に対してKN(,wI_"畷は洸惚として信仰のtriumpllを鴫う。
Nowhathhemadeendynge,
MethynkethtllatIhere;lungelIssynge,
Andmakegretejoyandmelody,
Wheleeverymannesoulereccyvedshallbe(11.890-93).
と。一人のA11gelが墓の上の方に立つのが見られる。そしてMR霜臓xc畷腿は
theeIDil"1'erl)rcnounceし,themomlorthewholeを暗示する。
Warschaucrはこの劇の現代人に与える印娘と共鳴とについて次のように云
う。
‘…theiml)ressionofsiml)1cIxlthosandthestimulustodeel)enedmoml
eamEtnesswhichtheplaywrightsoughtmproduce.'と。そして
‘…thisolddmma,sPeakingtousinthelanguageofabygolleagep:md
Rmdertheibrmsorilceedtowhichm"tofusarestra】】gers,h"yetstirred
inustheulliversaldhordsOrSymInthyandCOmmssion,maybeOfflithand
hol",andd6thegraltestofthese,''SA!NTCHARI'耐.,鰹）とつけ加えていろ。
なおとの劇について一二の点を述べておこう。
その一は主人公が常に舞台から離れないで観審の前に自己を示しているこ
とである。之をHfe""""･(Hick-scorner,HiCke-Scorner)と比較すれば，
Hick"omerは劇の題名であり，恐らくはその作蕃はHickscornerを主人公と
して取扱ったものであろう。併しその主人公はとの劇の場合壷場しているのは
しばらくの1冊である。之を叉］ん加血s&J'l/ixnsと比する時，この劇にはな
るほど主人公はかなりの川舞台に川ている。併しそれはin｢antからWeに至
る次掩に変えられた人物としてである。然るにEvERYMANの場合は徹頭徹尾，
同一のchamcterに於て，劇の終姑を通じて郷台に活躍しているのである。之
を要するに，従来のMoTalityは散漫と羅列的であったのに反して〃1，向WMm
(1)P.25.
(2)1，．26．
4$E"y"亟凡'，について 23
はArl1o1dWynneが云っている遡り4Wel)er℃eiveanewcompactness'(1)の
である。更に之をMir&lcleI)layと比較する時,例えば仇cS"'･""q"8"c
の如き幼稚さもなく，劇の上に大きな変化が齋らさ奴ていることを知るのであ
る。
第二にあげたいことは，この劇の内容の持つ宗教的意義である。既に引川し
たように，即ちⅡ.709sqq．と728,srl(I.が示すように,$itsl)rominentilltro-
ductionofCathOlicteachingol,theSUhjectofthesevensa<･raments,andits
exaltationortheljri"thood.'(g)がこの劇の宗教的意義を職する点である。で
あるからWar5ch"erも次のように云っている。gatm"twemaysurmkethat
he[theauthorofthework)wHEal)Tiest,adevoutandloyalsonofthel)rG
Reibrmationqlurch,withanexaltedcon"ptionbothortheI)rivilegesand
alltiPgOfhisomce.'"と，そのmlthorを推測している。即ちこの劇は，殆ど
AnglicallChur℃hの教理を奉するに至ったその後の英国人にとってばsmmge
な感を与えるわけである。艶vCn"CramentSについてはここに改めて説明しな
いが，かかるhimdicapがあるにもかかわらず，現代に於てすらMomliti"の
一例として上演さるろととは，この劇が前述して来た通り，特異性を有してお
り，その勝飢た劇的要素を胚胎しているからであろう。Wamch"Uerが8dlO
solemnityofthethemealldthegreatbeautyofitstr"tmentShouldl1otbe
oIwmr℃dfbranyol,ebythefilctthatthel)Iay$nec匿駐lrilyandineviably
st""mthedOctrineandtmditionoftheRomanCatholicChurdn.Under･
neathaUthatmaydividetheeaderorsl)cctatorfomthedoctrinalvievsof
theauthor,amdthosebrwhomllewrote,thererem&Linssomuchesscntial
truth,sOmucllllumanlXLthos,aswillmakcitssureaplxxlltoallbutavery
anaUminority.?<0>
と云っているのもかかる理由からである。
簸後に，この劇の核心をなすDE1､HEとEvERYMANとの迩命について,既に
言及しておいたIIoIIxmのD(wI"il""仇と共にl)ii】℃rの〃A"K"'"
"zdDcα仇にも一言ふれておきたいと思う。
(1)
(2)
.(3)
(4)
ArpoldWynne,TAcGmWAq/麗吻ｲ鮴n℃'"(1"O),P.56･
Poilardpp｡l･
P、11．
P．13.
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さきに""Jym"TUのAI1MitiOnofJCImSk･t(c.1530)に附けら恥た
wmdclutについて一言述べておいた。そしてそのwOOdcutは1℃llardのにも
のせてある。このwoodcutはHansHolbeinのD(mccqf"c"九を想起せ
しめるものであることにも一瀞言及しておいた。私はHolbeillと同時にAI-
brmlltDiixer(1471-1528)の2'heK"ﾛﾊ4"zd_De"九をもあげなければな
らなかったのである。rAcK"9hfundpcqjんは""Wmα犯のwommatに
於てEvERYMANを現わしている:'galhntに代ってaknightが代表している。
そしてellgmvingであるために細部が描写されている。
〃ﾊeK"'"fwndpc"んはrhcFb施祁"此の別名であるとも云わ肌てい
る。そしてその背景にCglStleが丘の上に立っている。吾杢の既に知っている
mlC"ie"qfPer""'･m'ccを聯想せしめるものがある。即ちc"fe"qf
〃e沌e”『α7,“とE"】ツnnとを伴わせて取扱った感じを吾人に与えるので
ある。
私はHolbei肋とI)iirerについて今少しく論及しEwWm(mの魁想的背歎
が，この二人の画家，否との時代の欧州大睦に於ける造形芸術方面に於ても亦
U)"thの問題が亜要なる関心ﾖであったことを述べて見たいと思う。
HOIIEinはR"kinによ恥ぱa1Xngsionaterefbrmerであった｡《1》そ恥は丁
度艶ndIDBotticelli(1444-1510)が,GirolamoSavonarola(1452-98)と同
じくrEmrmerであったように,HoIbeinはLuther(1483-1546)と同じく
mbrmerであった。更にRuski肋は次のように云う。
@HOlbeinisattheheadorthelnint"-refbrmers,:mdhisD(zwnceqfDea眺
EthemoStenergeticimdtellingorllllthefbrmsgiven,inthisep唖1,mthe
"""onα"舵spiritofrむゆrm,1)r"chingthC11ewG""IofDeath,-G6Itis
11omattcrwhetheryouarepriestorlaym;m,whatyoubelieve,orwhatyou
do:11"etthecnd.，,“
TheradIingofHolbemisthaebrealwaysmelancholy,-fbrdnem"t
"rtpurelymtionaljandcntirelyfi'riousinitsindignatiOnaga加Stallwho,cither
byactualinjusticeinthislife,orbywlmtheholdstobefillselJromiseof
amodler,d"troythegood,ortheelle屯脇ofthemwdayswhichmKmhastolive.
AgaiEsttheridl,thelUxUriOtlS,thePhaWECe,thCfnIsekwyer,thePriStpand
(1)TheWorkSofJohnRuskin(IEd.COok)Xm.3".
(2)Ibid.,X胆．353.
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theulljustjlldge,HolbcilllIs"Inisficestmockery.(')
と虹らの批評は角庇と観点との相遠を前拠とすればEt･"y瓶α塊を評し得る
誘葉でもある｡(霞）
さて文学なり芸術なり，そして勿論人生観なりを批判するに当って，それら
のGAthそのものの見方を検討することが批判のgCmdardとなることは勿論
である。之を年代的に兇る時,Homcrの描いた戦争，ギリシヤ悲劇のgloom
から始叢り,OrcagⅡ孔の"んeZ'7.”ん此"α〃ん?'lcを通りShakesl)"re"1tragedy
とHOIIFinの"(wnccqfDc"ん等に至るD"d'を辿る道程棚を調べ，下っ
てはRemblandt(1606-69)から現代のJ.L､A.F.Geric:lult(1781-1824)の
rAcR(WnffAcjI凡小f"(1819)及び他の"ng'tionaldmmaの類型をD"th
の尺度によりて評価することは極めてcrllci811t"tである。
叉一国民がpu正である時は,I)eathは思考の問題でありうるが，国民が
frivolousでありbilscである時は,Deilthを否定するものである｡<3〉
15，16世紀は未だ前者であった。現代人と異り，未だ塾tmnquilityoffaith
は之を得らるる時代であった。併し叉一方に於てthel'ol)e.sin"libilityを信
じ，奇蹟の模倣逓強婆さ虹,indulgenc"が金嬢で蹟わ弧る時代でもあった。
そして人の出生の門地如何i亡よりetermlll)ulliShmentがあるというoctdneが
indisIJutableなものであると考える者すらあったのである。併しそこに却って
自己安住の基底をおいたのである。併しこの安住の地はRefrmationの到来
と共に揺がせられつつあったのである。
Diimrは1471年に生ｵt彼の生地Nuremberg,彼の育った家はSinllliCityそ
のものであった｡彼は】la塾ITVeniccその他を見た｡Diimrには人生問題に
対する答えは二つあった。その一はK''ipht(mdDc(zIハであり，その一は
〃bI"cho"αであった。彼は当爲と自然必然とを函rtitudeの形で取った。彼
は自己の前に展開さ伽た人生を，じっと戦慨して見つめた。I"athはKnight
について来た｡その後に醜悪なるSinは従って来た｡EVERYMA別がG(N)DDEDEs
に遇う前に見た人生であった。併しK11igl.tの力のひるむのを荊つより仕方が
なかった。】)iirerはIxlticntl:opeを以て人生を見た。Knightは1)"thを自己の
面前に見ながらも,それを無親し,叉自己をも無観した。之に対し』〃c侃choI趣
はDiirerの現世に於ける観察，思索，洞察の結末のsymbolであった。彼に
(1)
(2)
(3)
Ibid.,XXI，354.
AndreaOrcngna'sl'l，『”↓減‘ゾ〃f"ルをも参考さｵ1たい。
RuSkin,XⅨ．1".
Z6 8U"twW"ぬ兇，，について
とってはJIbな”ﾙ0"αは人間世界に於ける悲しいtoilの懸史であった。之に
反してKnightalldI)"thは悲しい忍耐の歴史であった。
I)iirerは""Jymfx犯をengrawmgにうつしたようであった。而してHol･
1rinもDiimrも共にドイツで生弧た。〃んACγ好ﾙの創作された地はオランダ
であった。その訳"1･""郷感沌はイギリスで演ぜら鯉た。そして独乙，和蘭・
英国を貫く一線はAnglo-SKixon人であるということである。
その根抵を仏敏思想に持つという〃泥】”8α塊は我が国の蓮如にあらわ虹た
一線でもあった。たとえEt℃jvmα仰の宗教的教義面に於てはdIcRoman
Cadlolieianの色彩はあっても，これら一聯の世界像の筋をなしている人生と
死の問題がEwWmmEの創作された年代に，洋の東西を問わす人l剛の関心聯
の尤なるものであったことを認めなけ飢ぱならない。私はとの時代に於ける
こうした問題の究明が吾狗に課せら弧た問題ではなかろうかと考えるのであ
る。
（本小諭抵一昨年（1952）の六月から九mにわたり謡じた溺蕊を地翻したり削城し
たりしたものであることを附け加えておく｡）
